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東
北
文
化
研
究
所
紀
要　

第
五
十
三
号　

二
〇
二
一
年
十
二
月

は
じ
め
に

　

地
誌
を
始
め
と
す
る
近
世
資
料
に
は
、
藤
原
秀
衡
の
名
を
冠
し
た
秀
衡
街
道

の
類
い
の
道
路
や
、
彼
の
利
用
を
伝
え
る
古
道
の
記
事
が
載
る
も
の
が
あ
る
。

た
だ
し
内
容
の
ほ
と
ん
ど
は
、
中
世
前
期
の
同
時
代
の
文
献
資
料
で
は
確
認
が

叶
わ
な
い
。
同
じ
傾
向
は
、
や
は
り
近
世
人
が
古
道
と
認
識
し
て
い
た
二
つ
の

道
路
、
関
東
地
方
を
中
心
に
分
布
す
る
「
か
ま
く
ら
か
い
ど
う
」
や
、
旧
仙
台

藩
領
内
の
「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」（
近
世
資
料
に
お
け
る
各
道
路
の
漢
字
表
記

は
統
一
し
て
お
ら
ず
、
本
稿
で
は
原
資
料
の
引
用
を
除
き
、
平
仮
名
で
表
記
す

る
）
で
も
認
め
ら
れ
る
。

　

「
か
ま
く
ら
か
い
ど
う
」
や
「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」
と
総
称
さ
れ
る
一
群
の

道
路
は
、
巷
間
で
説
か
れ
る
よ
う
な
も
の
に
は
あ
ら
ず
、
近
世
人
た
ち
が
同
時

代
の
幹
線
道
路
像
や
、
時
の
権
力
に
よ
る
道
路
行
政
の
姿
を
、
身
近
に
あ
る
古

道
に
遡
及
さ
せ
て
作
り
出
し
た
、
架
空
の
も
の
た
ち
だ
っ
た
。
そ
し
て
道
路
か

ら
は
、
過
去
に
列
島
の
中
央
に
直
結
し
て
い
た
道
路
の
物
語
に
よ
り
、
沿
道
の

抱
え
る
目
下
の
欠
点
を
補
完
し
、
地
域
評
価
の
向
上
に
繋
げ
よ
う
と
の
目
論
見

が
看
取
で
き
る

（
１
）。

　

二
本
の
道
路
と
の
類
似
性
に
よ
り
、
秀
衡
関
連
の
由
緒
を
持
つ
道
路
に
も
同

じ
事
情
が
予
想
さ
れ
た
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
、
当
該
道
路
の
分
析
を
通
じ
、
沿

道
住
人
の
地
域
認
識
の
検
討
を
図
る
。
作
業
過
程
で
は
近
世
人
の
秀
衡
、
あ
る

い
は
平
泉
藤
原
氏
観
を
取
り
扱
う
こ
と
に
な
る
が
、
も
し
対
象
に
地
域
評
価
の

向
上
に
益
す
る
要
素
が
認
め
ら
れ
た
と
し
た
ら
、
そ
の
よ
う
な
存
在
を
抱
え
る

中
世
社
会
と
、
そ
う
で
は
な
い
近
世
社
会
と
の
対
比
を
通
じ
、
双
方
の
時
代
性

や
沿
道
の
特
徴
が
抽
出
で
き
る
だ
ろ
う
。
同
時
に
平
泉
藤
原
氏
の
性
格
に
関
す

る
、
新
た
な
知
見
の
獲
得
も
期
待
で
き
る
。

地
域
評
価
材
料
と
し
て
の
古
道

　

天
明
八
（
一
七
八
八
）
年
に
江
戸
幕
府
巡
見
使
の
随
行
員
と
し
て
、
奥
羽
地

方
を
旅
し
た
古
川
古
松
軒
の
記
録
が
『
東
遊
雑
記
』
で
あ
る
。
訪
問
先
へ
の
彼

の
眼
差
し
は
厳
し
く
差
別
的
で
す
ら
あ
り
、「
辺
土
」・「
辺
鄙
」
と
い
う
表
現

を
各
所
で
目
に
す
る
。
彼
が
土
地
を
評
価
す
る
際
の
基
準
の
一
つ
に
、中
央（
江

戸
）
と
の
距
離
が
あ
る
。
宇
都
宮
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）
か
ら
北
上
時
の
「
宇

道
路
由
緒
と
し
て
の
平
泉
藤
原
氏
　
　
近
世
に
お
け
る
地
域
認
識
と
平
泉
藤
原
氏
観
　
　

岡
　
　
　
陽
一
郎
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道
路
由
緒
と
し
て
の
平
泉
藤
原
氏　
　

近
世
に
お
け
る
地
域
認
識
と
平
泉
藤
原
氏
観　
　

都
宮
よ
り
は
こ
ろ
こ
ろ
と
せ
る
石
道
に
て
、
並
木
も
よ
う
や
く
絶
々
に
な
り

て
、
左
右
の
人
家
も
い
よ
い
よ
侘
し
く
、
人
物
・
言
語
な
ど
も
次
第
次
第
に
劣

り
行
く
な
り
」
や
、
帰
途
通
過
し
た
府
中
（
茨
城
県
石
岡
市
）
で
の
、「
水
戸

よ
り
の
街
道
筋
は
よ
き
道
に
て
往
来
も
繁
く
、
江
戸
に
近
き
土
地
ゆ
え
、
万
事

よ
く
似
て
俗
な
ら
ず
」
と
の
文
章
に
は
、
江
戸
か
ら
の
道
路
距
離
に
比
例
し

て
、
沿
道
の
文
物
は
劣
化
し
て
い
く
と
の
見
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。
橘
南
谿
も

陸
奥
国
の
南
部
地
方
を
指
し
、「
日
本
東
北
の
極
ま
り
ゆ
え
、
殊
に
野
鄙
な
り
。」

（「
駿
河
の
名
」『
東
遊
記
』
後
編
巻
二
）
と
、
似
た
感
想
を
発
し
て
い
る
よ
う

に
、
こ
の
種
の
認
識
は
珍
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

先
進
で
洗
練
さ
れ
た
中
央
と
、
対
極
の
存
在
と
し
て
の
地
方
の
構
図
は
、
地

方
を
指
す
田
舎
や
在
郷
な
ど
の
言
葉
が
表
現
す
る
状
況
や
、
こ
れ
ら
の
言
葉
を

接
頭
語
に
し
た
、
例
え
ば
「
田
舎
大
臣
」
や
「
在
郷
者
」
な
ど
の
言
葉
の
使
わ

れ
方
に
明
ら
か
で
あ
る
。「
田
舎
乳
母
駕
籠
で
二
三
度
へ
ど
を
つ
き
」（『
柳
多

留
』
三
）
の
文
脈
に
田
舎
へ
の
蔑
視
を
認
め
る
の
は
容
易
い
。

　

こ
の
よ
う
な
構
図
は
、
列
島
の
中
央
対
地
方
の
枠
組
み
に
終
始
し
な
い
。
地

方
で
も
そ
の
地
方
の
中
央
た
る
都
市
と
、
自
余
の
土
地
と
の
間
に
は
、
同
じ
枠

組
み
が
設
定
さ
れ
る
状
況
も
あ
る
。
特
定
の
地
域
の
住
人
を
世
間
知
ら
ず
や
非

常
識
と
し
て
嗤
う
、「
愚
か
村
」
と
呼
ば
れ
る
系
統
の
昔
話
は
、
そ
の
好
例
で

あ
る
。「
愚
か
村
」
と
さ
れ
る
土
地
は
、
有
名
な
も
の
だ
け
で
全
国
に
三
十
五

か
所
を
数
え
、
い
ず
れ
も
僻
遠
の
山
中
に
位
置
し
、
話
は
商
行
為
を
始
め
と
す

る
町
の
商
人
と
の
交
流
過
程
で
発
生
、
拡
散
し
た
と
い
う

（
２
）。

こ
う
し
た
村
の
一

つ
、
増
間
村
（
千
葉
県
南
房
総
市
増
間
）
は
房
総
半
島
南
端
中
央
部
の
山
間
地

に
あ
り
、
安
房
郡
を
中
心
と
し
て
、
主
に
木
更
津
以
南
の
地
域
で
は
、「
愚
か

村
」
と
し
て
の
同
村
が
語
ら
れ
て
い
た

（
３
）。

列
島
の
中
央
に
す
れ
ば
、
安
房
郡
自

体
が
鄙
に
相
当
す
る
の
だ
か
ら
、
中
央
が
増
間
村
を
愚
か
村
と
認
定
し
た
の
で

は
な
い
。
そ
も
そ
も
彼
の
地
で
増
間
村
が
ど
れ
だ
け
知
ら
れ
て
い
た
か
疑
問
で

あ
る
。
増
間
村
を
愚
か
村
と
し
た
の
は
、
直
接
・
間
接
的
に
村
を
知
る
、
木
更

津
以
南
の
地
域
の
人
々
だ
っ
た
。

　

飯
倉
義
之
氏
に
よ
る
と
、
増
間
村
を
「
愚
か
村
」
と
す
る
記
録
上
の
初
見
は
、

天
保
四
（
一
八
三
四
）
年
に
上
総
国
今
関
村
（
千
葉
県
い
す
み
市
今
関
）
の
医

師
、
田
丸
健
良
が
記
し
た
『
房
総
志
料
続
篇
』
で
あ
る

（
４
）。

地
理
や
交
通
環
境
と
、

こ
れ
ら
に
起
因
す
る
交
流
の
多
寡
を
も
っ
て
、
地
域
内
の
土
地
を
格
付
け
す
る

行
為
は
、
本
稿
が
扱
う
時
代
に
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
押
さ
え
て
お
こ
う
。

　

「
か
ま
く
ら
か
い
ど
う
」
や
「
あ
づ
ま
か
い
ど
う
」
伝
承
地
は
主
要
幹
線
道

路
、
特
に
列
島
の
中
央
に
直
結
す
る
道
路
の
通
過
地
と
重
な
ら
な
い
場
合
が

多
々
あ
る
。
服
部
英
雄
氏
が
紹
介
す
る
、
長
野
県
の
乗
鞍
岳
山
麓
や
岐
阜
県
山

間
部
の
「
か
ま
く
ら
か
い
ど
う
」
の
事
例
に
な
る
や
、
伝
承
地
は
焼
畑
や
養
蚕
、

炭
焼
き
な
ど
を
主
産
業
と
す
る
僻
陬
の
山
村
で
あ
り
、
道
路
も
尾
根
道
だ
っ
た

り
す
る

（
５
）。

か
か
る
交
通
環
境
が
も
た
ら
す
不
利
益
や
、
他
所
と
の
不
均
衡
に
、

地
域
住
民
が
気
付
か
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
列
島
の
中
央
だ
っ
た
鎌
倉

や
、
名
目
上
は
鎌
倉
よ
り
上
位
権
力
の
所
在
地
た
る
京
都
に
向
か
う
道
路
が
か

つ
て
存
在
し
た
。
と
の
物
語
は
、
過
去
と
は
い
え
、
現
時
点
で
の
列
島
の
中
央

に
繋
が
る
主
要
幹
線
道
路
の
通
過
地
と
等
し
い
性
格
を
土
地
に
付
与
し
た
。
こ

れ
は
他
所
と
の
差
別
化
や
、土
地
の
評
価
を
高
め
る
材
料
に
な
る
も
の
だ
っ
た
。

以
下
、
秀
衡
関
係
の
所
伝
を
持
つ
土
地
を
取
り
上
げ
、
上
記
の
視
点
か
ら
検
討

を
加
え
る
。
最
初
は
陸
奥
国
の
事
例
で
あ
る
。
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東
北
文
化
研
究
所
紀
要　

第
五
十
三
号　

二
〇
二
一
年
十
二
月

陸
奥
国
の
秀
衡
街
道

　

南
部
氏
は
、
領
内
を
通
と
呼
ば
れ
る
行
政
区
画
に
分
け
、
各
通
に
設
置
し
た

代
官
所
を
通
じ
て
領
内
支
配
を
実
施
し
て
い
た
。
通
の
一
つ
沢
内
通
は
、
藩
領

西
端
に
位
置
し
、
奥
羽
山
脈
の
懐
に
抱
か
れ
た
川
舟
・
猿
橋
・
太
田
・
前
郷
・

新
町
・
大
野
・
湯
田
の
七
ヵ
村
か
ら
構
成
さ
れ
る
（
図
１
）。
今
日
の
行
政
区

分
で
は
、
岩
手
県
和
賀
郡
西
和
賀
町
に
属
す
る
地
域
で
あ
る
。

　

明
和
か
ら
寛
政
年
間
（
一
七
六
四
～
一
八
〇
一
）
頃
に
成
立
し
た
、
南
部
領

を
対
象
に
す
る
『
封
内
郷
村
史（

６
）』、

同
藩
士
の
高
橋
子
積
（
元
禄
十
三
（
一
七

〇
〇
）
～
天
明
元
（
一
七
八
一
）
年
）
が
物
し
た
『
沢
内
風
土
記（

７
）』

に
は
、
沢

内
通
に
「
秀
衡
街
道
」
な
る
道
路
が
あ
っ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
今

日
で
も
、
現
地
に
は
同
名
の
道
路
が
残
さ
れ
て
い
る
（
図
２
・
写
真
１
）。

　
史
料
① 

『
封
内
郷
村
史
』（
巻
一
　
高
山
部
）

　
　

�

○
白
木
山
峠　
　

同
上

此
山
以　
二

嶺
上　
一

東
西
表
裏
爲　
二

兩
国
界
限　
一

矣
。以　
二

山
尾　
一

爲　
二

往
還　
一

也
。東
嶺
下
有　
二

南
部
関
所　
一

称　
二

越
中
畑
。

　
一

西
嶺

下
有　
二

佐
竹
関
所　
一

号　
二

小
松
川
。

　
一

是
奥
羽
衜
也
。然
甚
険

阻
不　
二

容
易
。

　
一

亦
從　
レ

是
南
巣
鄕
有　
二

古
往
来
衜　
一

名　
二

秀
衡

街
衜　
一

最
平
夷
也
。然
迁
遠
故
後
世
闢　
二

白
木
嶺
衜　
一

云
。

至　
レ

今
此
地
制
册
止タ

ヽ

建　
二

巣
鄕
一
所
。

　
一

是
其
所
以
也
云
。

　
史
料
② 

『
沢
内
風
土
記
』

　
　

�

其
四　

唯
巣
郷
一
条
平
易
而
通
于
同
郡
黒
沢
也
。
嘗
称
之
秀
衡
街
道
。
当

初
巡
国
往
還
乎
。

　

史
料
①
は
、
巣
郷
に
あ
る
陸
奥
・
出
羽
両
国
を
繋
ぐ
古
道
を
秀
衡
街
道
と

し
、
平
坦
な
道
程
で
も
迂
回
に
な
る
ゆ
え
、
後
年
に
白
木
峠
を
越
え
る
街
道
が

開
か
れ
た
と
続
く
。
史
料
②
に
は
、
秀
衡
街
道
は
巣
郷
（
西
和
賀
町
巣
郷
）
か

ら
秋
田
藩
領
の
黒
沢
（
秋
田
県
横
手
市
山
内
黒
沢
）
に
通
じ
る
と
あ
り
、
秀
衡

の
巡
国
の
際
の
道
路
か
と
推
測
が
続
く
。

　

史
料
①
に
登
場
す
る
白
木
峠
は『
義
経
記
』に
登
場
し
て
い
て
、「
金
沢
の
城
」

か
ら
敗
走
し
た
阿
倍
貞
任
（
マ
マ
）
が
「
白
木
山
」
を
越
え
、「
衣
川
の
城
」

に
籠
も
っ
た
と
あ
る
（
巻
第
一
「
吉
次
が
奥
州
物
語
の
事
」）。
白
木
峠
の
存
在

は
、『
同
』
が
成
立
し
た
南
北
朝
期
か
ら
室
町
時
代
初
期
の
時
点
で
、
広
範
囲

に
認
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

図１
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道
路
由
緒
と
し
て
の
平
泉
藤
原
氏　
　

近
世
に
お
け
る
地
域
認
識
と
平
泉
藤
原
氏
観　
　

　

史
料
①
に
あ
る
と
お
り
、
秀
衡
街
道
は
白
木
峠
の
開
削
以
前
、
陸
奥
・
出
羽

両
国
を
連
絡
し
て
い
た
道
路
と
さ
れ
て
い
た
。
通
過
地
の
巣
郷
は
時
の
朝
廷
が

対
蝦
夷
政
策
と
し
て
封
鎖
し
た
、
陸
奥
・
出
羽
を
結
ぶ
五
本
の
道
路
の
内
の
一

つ
、
大
菅
屋
道
（『
続
日
本
記
』
宝
亀
十
一
年
十
二
月
十
日
条
）
の
通
過
地
に

擬
せ
ら
れ
て
い
る

（
８
）。

た
め
に
秀
衡
街
道
の
道
筋
自
体
は
、
八
世
紀
後
半
ま
で
遡

上
す
る
可
能
性
こ
そ
あ
っ
て
も
、
平
泉
藤
原
氏
誕
生
以
前
の
時
代
な
の
だ
か

ら
、
こ
の
時
点
で
は
平
泉
を
目
的
地
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
し
て
平
泉
藤

原
氏
時
代
を
迎
え
て
も
、
道
路
が
平
泉
に
向
か
う
べ
く
再
編
さ
れ
た
歴
史
や
、

具
体
的
利
用
を
語
る
同
時
代
資
料
は
な
い
。

　

秀
衡
街
道
の
名
称
も
、
同
時
代
資
料
に
は
確
認
で
き
な
い
が
、
当
該
期
の
資

料
に
は
、
地
域
の
支
配
者
の
実
名
が
道
路
名
に
冠
さ
れ
る
例
は
見
出
し
が
た

図２
（西和賀町ホームページ https://www.town.nishiwaga.lg.jp/kanko_event/miru/2038.html による）

写真１
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い
。
し
か
も
中
世
前
期
の
幹
線
道
路
の
呼
称
と
し
て
は
大
道
が
一
般
的
で
あ

り
、
街
道
の
語
が
一
般
化
す
る
の
は
、
史
料
①
・
②
が
成
立
し
た
近
世
と
い
う

時
代
で
あ
る
。
よ
っ
て
秀
衡
街
道
の
名
称
や
道
路
に
伴
う
伝
承
は
、
近
世
の
所

産
と
判
断
す
る
。
前
述
の
よ
う
に
、近
世
人
は
同
時
代
の
道
路
の
あ
り
よ
う
を
、

中
世
前
期
の
道
路
に
遡
及
さ
せ
て
捉
え
て
い
た
か
ら

（
９
）、

史
料
②
に
あ
る
「
当
初

巡
国
の
往
還
乎
」
の
一
節
は
、
藩
主
や
幕
府
巡
見
使
の
領
内
巡
視
を
、
過
去
に

置
換
し
た
と
捉
え
る
。

　

し
か
し
秀
衡
街
道
に
言
及
し
た
先
行
者
た
ち
は
、
史
料
①
②
に
信
を
置
い
て

い
た）

（1
（

。
地
域
の
歴
史
上
の
当
該
道
路
は
、
無
批
判
の
裡
に
古
代
と
近
世
の
幹
線

道
路
と
の
間
に
収
ま
り
、
平
泉
と
の
往
来
は
歴
史
的
事
実
と
な
っ
て
い
る
。
た

だ
し
管
見
の
限
り
、
西
和
賀
町
か
ら
平
泉
間
の
地
域
を
対
象
に
し
た
近
世
地

誌

－

南
部
領
分
は
先
述
の
『
封
内
郷
村
史
』、
仙
台
領
分
は
『
封
内
風
土
記
』

や
『
安
永
風
土
記
』
な
ど

－

で
秀
衡
街
道
関
連
伝
承
が
確
認
で
き
る
の
は
、
西

和
賀
町
域
の
み
で
あ
る
。
他
所
で
は
道
路
の
記
憶
は
早
く
に
忘
却
さ
れ
て
い
た

結
果
と
の
見
方
も
で
き
る
が
、
本
稿
で
は
西
和
賀
町
域
固
有
の
事
情
に
原
因
を

求
め
る
。

【
秀
衡
街
道
に
み
る
中
央
と
地
方
】

　

南
部
領
内
の
最
重
要
幹
線
道
路
は
、
藩
府
盛
岡
を
通
過
し
て
領
内
中
央
を
南

北
に
貫
き
、
江
戸
へ
と
向
か
う
奥
州
街
道
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
沢
内
通
は
当
街

道
に
直
接
接
続
し
て
い
な
い
。
沢
内
通
の
幹
線
道
路
と
し
て
は
、
南
部
・
秋
田

各
領
を
繋
ぐ
秋
田
街
道
・
仙
北
街
道
な
ど
と
呼
ば
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
れ

は
奥
羽
山
脈
を
越
え
る
険
路
で
あ
り
、
双
方
の
中
心
都
市
た
る
盛
岡
・
久
保
田

と
の
連
絡
に
は
、
他
の
道
路
の
利
用
が
要
っ
た
。
も
う
一
筋
、
雫
石
（
岩
手
郡

雫
石
町
）
経
由
で
盛
岡
に
向
か
う
街
道）

（（
（

も
あ
っ
た
が
、
雫
石
と
の
間
に
は
山
地

が
立
ち
ふ
さ
が
る
。

　

な
お
、
当
地
は
名
に
し
負
う
豪
雪
地
帯
で
あ
り
、
冬
期
の
積
雪
は
外
部
と
の

連
絡
を
遮
断
し
た
。『
沢
内
風
土
記
』
は
、
こ
の
状
況
を
「
天
牢
雪
獄
」
と
表

現
す
る
ほ
ど
で
あ
る
。
他
に
も
『
同
』
は
、
六
月
末
か
ら
七
月
下
旬
に
か
け
て

の
山
虻
の
凄
ま
じ
さ
が
通
交
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
と
述
べ
る
。
当
地
の
地
域

評
価
に
は
、
こ
れ
ら
の
影
響
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る）

（1
（

。

　

南
部
領
内
で
の
沢
内
通
の
評
価
は
、
代
官
所
の
格
付
け
に
現
れ
て
い
る
。
各

代
官
所
の
中
で
の
沢
村
代
官
所
は
、
野
田
通
・
七
戸
通
・
野
辺
地
通
・
田
名
部

通
と
並
び
、
下
位
に
位
置
付
け
ら
れ
る
（『
雑
々
秘
録
』）。
と
は
い
え
沿
岸
部

の
野
辺
地
と
田
名
部
は
、
年
貢
以
外
に
運
上
や
諸
役
の
収
入
が
あ
り
、
野
田
通

は
こ
れ
に
次
ぐ
と
さ
れ
る
。
残
る
沢
内
通
と
七
戸
通
の
う
ち
、
七
戸
通
に
は
奥

州
街
道
が
通
り
、
藩
府
の
あ
る
盛
岡
、
さ
ら
に
江
戸
と
直
結
し
て
い
た
点
を
考

慮
す
る
と
、
沢
内
通
代
官
所
の
格
付
け
は
最
下
位
に
相
当
し
よ
う
。

　

『
沢
内
風
土
記
』
著
者
の
高
橋
小
積
は
、
元
々
宮
古
代
官
所
の
下
役
で
あ
り
、

仕
事
に
落
ち
度
あ
り
と
し
て
、
宝
暦
十
二
（
一
七
六
二
）
年
に
沢
内
代
官
所
に

配
属
さ
れ
た
経
歴
を
持
つ
よ
う
に）

（1
（

、
当
地
は
藩
士
の
左
遷
先
だ
っ
た
。
さ
ら
に

当
地
は
犯
罪
人
の
追
放
先
で
も
あ
る
。
南
部
藩
の
法
典
で
あ
る
『
文
化
律
』
の

「
御
仕
置
仕
方
事
」
に
よ
る
と
、
追
放
先
は
罪
の
軽
重
に
よ
り
、
居
住
す
る
町

や
村
の
外
に
追
放
す
る
所
払
か
ら
、
下
北
半
島
の
田
名
部
通
牛
滝
村
（
青
森
県

下
北
郡
佐
井
村
）
へ
の
「
重
キ
追
放
」
ま
で
、
七
段
階
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、

沢
内
通
は
「
重
キ
追
放
」
に
次
ぐ
「
遠
追
放
」
の
土
地
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
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道
路
由
緒
と
し
て
の
平
泉
藤
原
氏　
　

近
世
に
お
け
る
地
域
認
識
と
平
泉
藤
原
氏
観　
　

て
寛
文
十
三
（
一
六
七
三
）
年
か
ら
慶
応
四
（
一
八
六
八
）
年
の
間
に
、
当
地

に
は
百
六
十
九
人
が
追
放
さ
れ
て
い
る）

（1
（

。
左
遷
先
に
は
現
状
よ
り
も
低
い
地

位
、あ
る
い
は
不
便
な
土
地
が
選
ば
れ
る
。
か
た
や
対
象
者
を
共
同
体
の
周
縁
、

あ
る
い
は
外
部
に
送
る
刑
罰
が
追
放
刑
で
あ
る
。
南
部
領
の
中
央
に
い
る
藩
当

局
の
人
々
に
と
っ
て
の
沢
内
通
は
、
こ
う
し
た
土
地
だ
っ
た
。

　

外
来
者
の
小
積
の
目
に
映
っ
た
当
地
は
、「
辺
鄙
有
不
良
之
俗
夷
狄
之
風
而

且
苦
寒
之
陰
地
」
で
あ
り
、
住
人
の
生
活
は
、「
唯
可
憐
者
辺
民
也
。
終
歳
遂

無
所
以
娯
耳
目
楽
心
意
」（『
沢
内
風
土
記
』）、
そ
し
て
「
是
以
自
然
人
々
衣
食

住
不
生
奢
侈
之
情
。
曾
不
見
聞
故
也
」（『
同
』）
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
彼
は

原
因
を
、
外
部
と
の
交
流
の
少
な
さ
に
求
め
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
沢
内
通
は
外
部
か
ら
完
全
孤
立
し
た
土
地
で
は
な
い
。
衣
食
住
の

面
で
は
、
主
に
出
羽
側
か
ら
の
物
資
搬
入
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
湯
田
の
温
泉
は
、

『
沢
内
風
土
記
』
に
「
年
々
夏
秋
之
間
羽
州
之
四
民
老
少
男
女
僧
侶
共
絡
繹
而

来
往
浴
者
二
三
千
人
。（
略
）
最
旅
人
常
不
絶
焉
。」
と
あ
り
、
外
部
の
人
々
を

集
め
て
い
た
。
さ
ら
に
は
左
遷
や
追
放
で
送
り
込
ま
れ
た
人
々
も
い
た
の
だ
か

ら
、
外
部
と
の
交
流
の
過
程
で
、
彼
我
の
土
地
と
の
比
較
や
、
子
積
が
抱
い
た

よ
う
な
感
想
に
、
現
地
の
人
々
が
接
す
る
機
会
は
あ
っ
た
と
判
断
す
る
。
そ
れ

が
住
人
の
劣
等
感
や
、
反
発
を
呼
ん
だ
可
能
性
も
あ
る
。
当
地
に
も
「
か
ま
く

ら
か
い
ど
う
」
や
「
あ
ず
ま
か
い
ど
う
」
の
誕
生
と
同
根

－

歴
史
を
材
料
に
地

域
評
価
の
向
上
を
図
る

－

の
下
地
は
用
意
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

沢
内
通
の
評
価
に
繋
が
る
諸
要
素
の
内
、
地
理
や
自
然
条
件
以
外
は
人
為
的

な
も
の
で
あ
る
。
左
遷
先
や
追
放
地
も
そ
う
だ
が
、
藩
府
盛
岡
と
の
距
離
や
、

交
通
体
系
上
、
あ
る
い
は
藩
内
で
の
位
置
付
け
は
、
近
世
の
幕
藩
体
制
下
で
の

南
部
氏
治
世
の
産
物
で
あ
る
。
よ
っ
て
同
体
制
と
南
部
氏
が
存
続
す
る
限
り
、

状
況
が
改
善
さ
れ
る
見
込
み
は
薄
い
。
そ
こ
で
住
人
た
ち
は
、
地
元
の
優
秀
性

を
過
去
に
求
め
、
新
た
な
評
価
材
料
を
発
掘
し
た
と
予
想
す
る）

（1
（

。
そ
の
ひ
と
つ

こ
そ
道
路
の
由
緒
だ
っ
た
。

【
近
世
人
の
秀
衡
観
】

　

南
部
氏
領
と
な
る
以
前
の
沢
内
通
は
、
鎌
倉
幕
府
御
家
人
の
系
譜
に
連
な
る

和
賀
氏
の
勢
力
下
で
あ
り
、遡
っ
て
は
平
泉
藤
原
氏
、清
原
氏
、安
倍
氏
の
勢
力

圏
の
一
画
を
な
し
て
い
た
。
従
っ
て
古
道
の
由
緒
付
け
の
対
象
に
は
複
数
の
候

補
が
い
た
が
、
平
泉
藤
原
氏
が
選
ば
れ
た
の
は
、
彼
ら
が
南
部
氏
よ
り
上
位
の

存
在
と
認
識
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
南
部
氏
の
作
り
出
し
た
諸
々
の
状
況

は
、
彼
ら
よ
り
上
位
の
権
力
を
も
っ
て
、
初
め
て
上
書
き
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
近
世
人
の
平
泉
藤
原
氏
観
に
は
、
同
氏
と
同
時
代
の
中
央
貴
族
の

日
記
に
現
れ
る
異
民
族
視
と
、
こ
れ
に
起
因
す
る
蔑
視）

（1
（

は
目
立
た
な
い
。
む
し

ろ
「
鎮
守
府
将
軍
藤
原
秀
衡
公
」（『
安
永
風
土
記
』
八
幡
村）

（1
（

）、「
前
鎮
守
府
将

軍
基
衡
室
」（『
同
』
毛
越
寺
）、「
鎮
守
府
ノ
将
軍
陸
奥
ノ
守
奥
羽
両
州
ノ
押
領

使
従
四（

マ

マ

）

位
上
少
将
藤
原
ノ
朝
臣
秀
衡
入
道
」（『
か
す
む
こ
ま
か
た）

（1
（

』）
の
よ
う

に
、
奥
羽
両
国
の
公
的
な
支
配
者
と
す
る
、
肯
定
的
な
見
解
が
目
立
つ
。
当
然
、

彼
ら
の
住
む
平
泉
は
、
二
ヶ
国
の
首
都
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
庶
民
教
育
の
教

科
書
と
し
て
作
成
さ
れ
た
往
来
物
の
一
つ
、『
平
泉
往
来）

（1
（

』
で
は
、「
抑
平
泉
は
、

奥
羽
両
国
の
太
守
前
鎮
守
府
将
軍
、
藤
原
秀
衡
が
居
館
の
地
也
」
と
さ
れ
て
い

る
。『
平
泉
往
来
』
は
一
関
の
千
葉
新
助
、
仙
台
の
伊
勢
屋
半
左
衛
門
の
合
梓

で
あ
り
、
主
に
仙
台
藩
領
内
で
用
い
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
先
の
よ
う
な
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平
泉
藤
原
氏
像
は
、
地
域
教
育
の
場
を
通
じ
共
有
さ
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

　

藤
原
秀
衡
は
鎮
守
府
将
軍
（『
玉
葉
』
嘉
応
二
年
五
月
二
十
七
日
条
）、
陸
奥

守
（『
同
』
養
和
元
年
八
月
十
五
日
条
）
へ
の
任
官
に
よ
り
、
陸
奥
国
の
軍
事
・

行
政
の
頂
点
の
地
位
を
中
央
権
力
か
ら
公
認
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
鎮
守
府
将

軍
任
官
を
父
や
祖
父
に
遡
及
さ
せ
、
三
代
続
い
て
の
鎮
守
府
将
軍
と
見
做
す
見

方
も
、
少
な
く
と
も
泰
衡
期
に
は
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
『
吾
妻
鏡
』
か
ら
判

明
す
る
（『
吾
妻
鏡
』
文
治
五
年
九
月
七
日
条
）。
か
か
る
見
解
は
『
同
』
の
普

及
や
、
研
究
者
に
よ
る
利
用
を
通
じ
近
世
社
会
に
広
が
っ
て
い
た）

11
（

。

　

対
す
る
南
部
氏
は
、
こ
の
種
の
官
職
を
得
て
は
い
な
い
。
上
記
の
職
の
う

ち
、
押
領
使
や
鎮
守
府
将
軍
職
は
近
世
に
は
廃
絶
し
、
残
る
陸
奥
守
も
有
名
無

実
化
し
て
い
た
と
は
い
え
、
陸
奥
国
の
頂
点
を
意
味
す
る
当
職
は
南
部
氏
に
あ

ら
ず
、
同
国
最
大
の
大
名
た
る
伊
達
氏
の
当
主
が
優
先
的
に
任
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
は
支
配
領
域
の
広
さ
も
、
平
泉
藤
原
氏
と
南
部
氏
と

の
間
に
は
開
き
が
あ
る
。
背
景
と
な
る
社
会
情
勢
や
領
域
支
配
の
仕
組
み
、
官

職
の
持
つ
意
味
な
ど
、
平
泉
藤
原
氏
と
南
部
氏
を
取
り
巻
く
時
代
背
景
は
異
な

る
。
し
か
し
支
配
領
域
の
広
さ
と
官
職
の
有
無
を
単
純
に
比
較
す
る
と
、
前
者

の
優
越
は
明
白
で
あ
る
。
こ
れ
は
奥
羽
両
国
の
中
心
と
し
て
の
平
泉
と
、
陸
奥

国
九
郡
の
中
心
と
し
て
の
盛
岡
の
差
と
な
っ
て
も
い
る
。

　

平
泉
藤
原
氏
の
優
越
は
、
安
倍
・
清
原
・
和
賀
の
各
氏
に
対
し
て
も
同
様
で

あ
る
。
例
外
と
し
て
清
原
氏
に
は
、
鎮
守
府
将
軍
に
任
官
し
た
武
則
（『
扶
桑

略
記
』
康
平
六
年
二
月
二
十
七
日
条
）
が
お
り
、
こ
の
点
は
平
泉
藤
原
氏
に
比

肩
す
る
も
の
の
、
沢
内
通
が
属
す
る
陸
奥
国
を
管
轄
す
る
、
陸
奥
守
の
任
官
者

は
い
な
い
。
加
え
て
平
泉
藤
原
氏
よ
り
勢
力
圏
が
狭
い
た
め
に
選
に
漏
れ
た
の

だ
ろ
う
。

　

陸
奥
国
の
政
治
の
中
心
と
し
て
は
古
代
以
来
多
賀
城
、
そ
し
て
軍
政
府
と
し

て
の
鎮
守
府
が
あ
っ
た
。
対
し
て
平
泉
は
、
陸
奥
・
出
羽
二
国
を
勢
力
に
収
め

た
平
泉
藤
原
氏
の
本
拠
地
で
あ
り
、
都
市
の
主
人
の
管
轄
範
囲
の
広
さ
は
、
両

地
を
超
越
す
る
。
二
つ
の
土
地
が
古
道
の
目
的
地
に
な
ら
な
か
っ
た
の
は
そ
の

所
為
と
考
え
る
。
安
倍
・
清
原
・
あ
る
い
は
和
賀
氏
の
本
拠
地
も
同
じ
で
あ
る
。

��

以
上
の
点
か
ら
、
沢
内
通
の
人
々
は
地
元
の
古
道
を
、
南
部
氏
や
盛
岡
よ
り

も
高
次
の
存
在
に
直
結
さ
せ
、
そ
の
関
係
を
も
っ
て
地
元
を
顕
彰
し
よ
う
と
し

た
と
推
理
す
る
。
事
実
、
平
泉
と
盛
岡
を
繋
ぐ
奥
州
街
道
は
、
系
譜
上
は
中
世

前
期
に
存
在
し
た
奥
大
道
の
後
身
に
当
た
る
た
め
、
理
屈
の
上
で
は
沢
内
通
は

奥
州
街
道
沿
い
の
土
地
と
同
格
に
な
っ
て
い
た
。

出
羽
国
に
お
け
る
秀
衡
関
連
道
路

　

秀
衡
を
奥
羽
二
国
の
太
守
と
し
、
彼
を
両
国
の
公
的
な
支
配
者
と
す
る
認
識

に
相
応
し
く
、
彼
の
介
在
を
語
る
古
道
は
出
羽
国
で
も
確
認
で
き
る
。
本
稿
で

紹
介
す
る
事
例
で
は
、
道
路
の
取
り
扱
い
を
め
ぐ
る
裁
判
の
渦
中
で
、
一
方
が

自
ら
の
歴
史
的
正
当
性
を
主
張
す
る
証
拠
と
し
て
、
平
泉
藤
原
氏
が
持
ち
出
さ

れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
近
世
の
地
域
社
会
で
の
同
氏
観
が
反
映
さ
れ
て
い
た
。

　

問
題
の
言
説
は
、
陸
奥
国
吉
岡
（
宮
城
県
黒
川
郡
大
和
町
吉
岡
）
で
奥
州
街

道
と
分
岐
し
、
奥
羽
山
脈
を
越
え
て
尾
花
沢
（
山
形
県
尾
花
沢
市
）
に
通
じ
る
、

仙
台
街
道）

1（
（

軽
井
沢
越
で
の
荷
物
差
し
止
め
訴
訟
に
絡
み
史
料
に
現
れ
る
。
訴
訟

の
経
緯
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。



8

道
路
由
緒
と
し
て
の
平
泉
藤
原
氏　
　

近
世
に
お
け
る
地
域
認
識
と
平
泉
藤
原
氏
観　
　

　

出
羽
国
に
入
っ
た
仙
台
街
道
は
、
延
沢
（
尾
花
沢
市
延
沢
）
経
由
で
尾
花
沢

（
同
市
尾
花
沢
）
に
向
か
い
、
同
地
で
羽
州
街
道
と
合
流
し
て
い
た
。
途
中
の

延
沢
か
ら
は
背
中
炙
峠
を
越
え
、
羽
州
街
道
楯
岡
宿
（
村
山
市
楯
岡
）
に
至
る

道
路
が
分
岐
し
て
お
り
（
図
３
）、
こ
れ
を
用
い
た
物
資
輸
送
の
是
非
が
訴
訟

の
発
端
だ
っ
た
。
背
中
炙
峠
の
利
用
は
、
尾
花
沢
・
土
生
田
（
村
山
市
土
生

田
）・
本
飯
田
（
同
市
本
飯
田
）
三
宿
の
取
り
扱
い
荷
物
の
減
少
を
招
く
と
い

う
理
由
で
、
各
宿
は
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
に
、
延
沢
に
よ
る
「
横
道
背
中

あ
ぶ
り
越
し
商
人
荷
物
」
の
差
し
止
め
を
尾
花
沢
代
官
所
に
訴
え
た
。
い
わ
ゆ

る
「
背
中
炙
峠
越
一
件
」
で
あ
る）

11
（

。
裁
判
は
天
保
の
飢
饉
で
一
端
保
留
後
、
天

保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
に
吟
味
が
再
開
さ
れ
、
当
該
経
路
を
御
定
賃
金
の
な

い
横
道
（
脇
道
）
と
認
定
し
、
武
家
・
商
人
を
問
わ
ず
荷
物
の
継
立
の
禁
止
と
、

峠
付
近
の
村
の
米
や
産
物
の
輸
送
の
差
し
止
め
判
決
が
出
た
。
し
か
し
嘉
永
六

（
一
八
五
三
）
年
に
先
の
尾
花
沢
・
土
生
田
・
本
飯
田
の
各
宿
と
、
延
沢
に
新

た
に
畑
沢
（
尾
花
沢
市
畑
沢
）・
細
野
（
同
市
細
野
）
を
加
え
た
三
村
の
間
で

問
題
が
再
燃
す
る
。
楯
岡
と
の
売
買
の
利
潤
で
年
貢
を
納
め
て
い
る
三
村
は
、

背
中
炙
峠
経
由
の
物
資
輸
送
を
禁
止
し
て
は
、
百
姓
が
成
り
立
た
な
く
な
る
と

主
張
。
併
せ
て
三
村
が
宿
郷
村
と
し
て
附
属
す
る
、
尾
花
沢
の
日
頃
の
非
道
も

訴
え
た
。
そ
の
際
、
背
中
炙
峠
越
の
道
路
を
横
道
と
認
定
し
た
過
去
の
判
決
に

異
が
唱
え
ら
れ
、
当
該
道
路
こ
そ
、
古
来
陸
奥
・
出
羽
を
結
ん
で
き
た
本
道
と

の
主
張
が
展
開
さ
れ
た
。
秀
衡
は
こ
れ
に
絡
ん
で
現
れ
る
。

　
史
料
③ 

「
背
中
炙
峠
一
件
書
類
と
長
瀞
御
陣
屋
日
記）

11
（

」 

　
　

�　

此
段
惣
内
外
七
人
返
答
奉
申
上
候
、
右
背
中
あ
ぶ
り
峠
道
筋
之
儀
者
、

往
古
奥
羽
国
之
太
守
秀
衡
公
、
平
泉
之
居
館
江
羽
州
之
諸
侯
方
往
来
之
道

図３
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筋
ニ
相
違
無
之
、
故
ニ
日
本
道
中
記
行
程
記
ニ
モ
顕
然
た
り
、
且
又
最
上

出
羽
守
義
光
山
形
在
城
之
砌
者
、
延
沢
能
登
守
右
背
中
あ
ぶ
り
峠
往
来
被

遊
、
其
後
寛
永
年
中
鳥
居
左
京
亮
様
御
領
分
之
節
、
延
沢
銀
山
大
ニ
盛
り

山
ニ
付
、
家
数
四
万
八
千
軒
在
之
、
延
沢
村
月
六
日
市
立
、
出
銀
背
中
あ

ぶ
り
峠
を
通
り
江
戸
表
江
搬
（
出
カ
）
立
駄
送
仕
、
夫
ゟ
引
継
是
迄
商
人

荷
物
者
勿
論
村
々
産
物
駄
送
仕
来
、
全
く
横
道
ニ
而
者
決
而
無
御
座
候

背
中
炙
峠
越
え
の
道
路
を
、
出
羽
国
か
ら
平
泉
に
赴
く
諸
侯
が
利
用
し
た
と
の

主
張
は
、
裏
付
け
が
と
れ
な
い
。
先
述
し
た
よ
う
な
近
世
人
の
中
世
幹
線
道
路

観
の
下
で
は
、
近
世
の
参
勤
交
代
と
、
こ
れ
に
用
い
ら
れ
る
幹
線
道
路
の
姿
を
、

中
世
前
期
に
遡
ら
せ
た
公
算
が
大
き
い
。

【
古
道
の
公
益
性
】

　

資
料
③
に
は
、
戦
国
時
代
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
の
山
形
城
主
だ
っ
た
、

最
上
氏
や
鳥
居
氏
の
道
路
利
用
も
記
さ
れ
る
。
彼
ら
の
関
与
を
述
べ
、
道
路
が

昔
か
ら
一
貫
し
て
公
的
な
役
目
を
担
っ
て
き
た
と
の
主
張
と
み
ら
れ
る
。
殊
に

秀
衡
云
々
の
言
説
は
、
道
路
に
奥
羽
二
カ
国
の
首
都
へ
の
連
絡
路
の
役
目
を
与

え
た
。

　

「
羽
州
之
諸
侯
方
往
来
之
道
筋
」
の
表
現
か
ら
は
、
沿
道
の
領
主
の
み
な
ら

ず
、
出
羽
国
の
領
主
た
ち
が
広
く
利
用
す
る
道
路
像
が
浮
上
す
る
。
近
世
の
出

羽
国
で
は
、
米
沢
藩
を
除
く
大
名
た
ち
が
羽
州
街
道
を
参
勤
交
代
時
に
使
っ
て

い
た
。
参
勤
交
代
は
幕
府
に
対
す
る
役
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
用
い
ら
れ
る
羽

州
街
道
は
、
同
国
内
の
他
の
道
路
よ
り
も
、
公
的
な
性
格
が
濃
か
っ
た
。
平
泉

藤
原
氏
治
世
下
の
出
羽
国
の
諸
勢
力
が
、
平
泉
と
の
往
来
に
背
中
炙
峠
越
の
道

路
を
使
っ
た
と
す
る
主
張
は
、
奥
羽
二
カ
国
の
最
重
要
幹
線
道
路
に
当
た
る
羽

州
街
道
と
奥
州
街
道
の
連
絡
路
だ
っ
た
仙
台
街
道
の
、
し
か
も
そ
の
脇
道
扱
い

さ
れ
て
い
た
道
路
を
、
過
去
と
は
い
え
奥
州
・
羽
州
両
街
道
と
同
じ
地
位
に
引

き
上
げ
て
い
た
。
結
果
、
背
中
炙
峠
越
の
沿
道
の
村
々
は
、
歴
史
上
で
は
こ
の

二
つ
の
幹
線
道
路
沿
い
の
村
々
に
比
肩
す
る
立
場
を
獲
得
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
出
羽
国
側
で
も
秀
衡
街
道
で
確
認
し
た
の
と
同
様
の
操
作
に
よ

る
、
地
域
評
価
の
操
作
が
な
さ
れ
て
い
た
。

下
野
国
の
秀
衡
街
道

　

次
は
陸
奥
国
の
南
に
位
置
す
る
、
下
野
国
の
事
例
で
あ
る
。
現
在
の
栃
木
県

大
田
原
市
蛭
田
に
は
、
周
囲
よ
り
一
段
低
く
、
幅
約
七
メ
ー
ト
ル
の
帯
状
の
畑

が
続
く
箇
所
が
あ
り
、
秀
衡
街
道
と
呼
ば
れ
て
い
る
（
図
４
・
写
真
２
）。
木

曽
武
元
が
享
保
十
八
（
一
七
三
三
）
年
に
上
梓
し
た
『
那
須
拾
遺
記
』
は
、
次

の
項
目
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。

　
資
料
④
『
那
須
拾
遺
記）

11
（

』

　
　

将
軍
道　

�

鴻
の
山
附
近
よ
り
、
片
平
辺
迄
道
形
あ
り
て
、
凡
て
幅
十
間
余

有
り
、
俗
に
秀
衡
街
道
と
い
う
。

資
料
④
は
当
該
道
路
に
言
及
し
た
最
古
の
記
録
に
当
た
り
、
遅
く
と
も
享
保
十

八
年
に
は
、
秀
衡
街
道
の
名
称
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
で
に
述

べ
た
理
由
か
ら
、
近
世
以
降
の
命
名
と
評
価
す
る
。

　

平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
に
、
秀
衡
街
道
の
一
部
で
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、

古
墳
時
代
後
期
を
上
限
と
す
る
、
古
代
以
降
の
道
路
跡
と
推
定
さ
れ
る
遺
構
が
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検
出
さ
れ
た）

11
（

。
木
本
雅
康
氏
は
こ
れ
を
『
延
喜
式
』
以
前
の
駅
路
と
伝
路
を
結

ぶ
、
連
絡
路
と
評
価
し
て
い
る）

11
（

。

　

し
か
し
道
路
名
称
は
、
道
路
を
古
代
で
は
な
く
、
中
世
前
期
に
利
用
さ
れ
て

い
た
と
の
理
解
に
基
づ
い
て
い
た
。
今
日
の
大
田
原
市
域
を
含
む
那
須
郡
は
、

鎌
倉
と
陸
奥
国
と
を
結
ぶ
奥
大
道
が
通
過
し
、
鎌
倉
幕
府
御
家
人
た
る
那
須
氏

の
勢
力
圏
だ
っ
た
。
よ
っ
て
当
該
期
の
道
路
と
見
做
さ
れ
た
時
点
で
、
当
地
か

ら
み
て
南
、
幕
府
の
あ
る
鎌
倉
が
目
的
地
と
さ
れ
、
奥
大
道
な
い
し
は
「
か
ま

く
ら
か
い
ど
う
」
の
名
称
を
得
る
選
択
肢
も
あ
っ
た
。
そ
れ
が
当
地
で
は
、
北

に
位
置
す
る
平
泉
に
住
ま
う
秀
衡
に
由
緒
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
当
地
の

南
北
道
路
の
主
眼
は
、
北
方
と
の
連
絡
に
あ
っ
た
と
の
意
識
の
現
れ
で
あ
る
。

陸
奥
国
に
接
し
、
そ
の
玄
関
口
と
い
う
、
古
代
以
来
の
那
須
郡
の
歴
史
的
性
格

の
な
せ
る
業
だ
ろ
う
。

　

蛭
田
に
は
、
下
野
国
中
東
部
と
陸
奥
国
を
結
び
、
奥
州
街
道
に
と
っ
て
は
脇

街
道
の
よ
う
な
立
場
に
あ
る
、
関
通
（
関
街
道
）
と
い
う
道
路
が
通
過
し
て
い

た
。
北
方
に
位
置
す
る
白
河
関
に
由
来
す
る
道
路
名
称）

11
（

か
ら
は
、
や
は
り
陸
奥

国
へ
の
志
向
が
見
て
取
れ
る
。
秀
衡
街
道
を
北
に
延
長
す
る
と
、
大
田
原
市
折

橋
付
近
で
関
通
に
ぶ
つ
か
り
、
そ
の
後
関
道
は
金
子
山
と
い
う
丘
陵
を
横
断
す

る
が
、
付
近
に
も
秀
衡
に
因
む
、「
秀
衡
山
」・「
秀
衡
窪
」
の
地
名
が
あ
る）

11
（

。

こ
ち
ら
も
ま
た
、
先
の
意
識
の
産
物
で
あ
る
。

　

近
世
の
那
須
郡
で
の
最
重
要
幹
線
道
路
の
奥
州
街
道
は
、
蛭
田
の
西
を
北
上

し
、
大
田
原
城
下
を
通
過
す
る
よ
う
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
か
た
や
関
通

は
、
奥
州
街
道
よ
り
も
古
い
道
筋
と
さ
れ
る）

11
（

。
二
つ
の
道
路
を
め
ぐ
っ
て
は
、

元
禄
八
（
一
六
九
五
）
年
に
、
蛭
田
村
を
含
む
関
通
沿
道
の
村
々
と
、
奥
州
街

写真２ 図４　●印が秀衡街道

●
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道
沿
い
の
村
々
と
の
間
で
、
奥
州
送
り
の
荷
物
に
つ
い
て
相
論
が
起
き
て
い
た

（「
元
禄
八
年　

板
戸
河
岸
他
十
か
村
訴
状
」・「
元
禄
八
年
十
月　

喜
連
川
町

他
返
答
書）

11
（

」）。
江
戸
と
陸
奥
国
を
結
ぶ
道
路
が
複
数
あ
る
中
、
関
通
は
古
く
か

ら
物
資
輸
送
を
担
っ
て
き
た
と
の
関
通
側
の
主
張
に
対
し
、
奥
州
街
道
側
は
同

街
道
こ
そ
高
札
場
の
あ
る
正
規
の
街
道
で
あ
り
、
朱
印
人
馬
・
武
家
荷
物
・
商

人
送
り
荷
物
は
、
奥
州
街
道
の
利
用
こ
そ
本
来
の
姿
と
反
論
し
て
い
た
。

　

時
の
権
力
が
認
め
た
正
規
の
道
路
か
否
か
が
歴
史
も
証
拠
に
争
わ
れ
、
さ
ら

に
本
道
で
は
な
い
と
主
張
さ
れ
た
側
に
、
平
泉
に
伸
び
る
と
さ
れ
た
街
道
が
あ

る
点
は
、「
背
中
炙
峠
越
一
件
」
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。
当
地
で
も
、
自
ら
の
土

地
の
歴
史
や
環
境
を
、
他
所
と
比
べ
る
状
況
が
起
き
て
い
た
の
だ
っ
た
。
か
か

る
状
況
を
受
け
て
の
地
元
で
の
過
去
へ
の
関
心
の
高
ま
り
が
、
奥
州
街
道
よ
り

も
古
い
時
代
に
因
む
道
路
名
の
誕
生
を
促
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た

い
。
問
題
の
相
論
は
、『
那
須
拾
遺
記
』
の
成
立
を
遡
る
二
十
八
年
前
の
出
来

事
な
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
当
地
の
事
例
と
先
に
挙
げ
た
事
例
と
の
間
に
は
決
定
的
な
差
異
が

あ
る
。
他
の
事
例
は
平
泉
藤
原
氏
旧
勢
力
圏
内
に
あ
る
の
に
対
し
、
当
地
は
同

氏
勢
力
圏
外
に
位
置
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
金
子
山
の
事
例
も
含

め
て
、
彼
の
名
前
が
選
ば
れ
て
い
る
の
は
、
彼
が
那
須
郡
に
何
ら
か
の
関
わ
り

を
持
つ
と
思
わ
れ
て
い
た
結
果
だ
が
、
平
泉
藤
原
氏
の
勢
力
圏
外
の
事
例
な
の

だ
か
ら
、
そ
こ
で
の
秀
衡
像
は
、
彼
の
地
と
全
く
同
じ
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

【
下
野
国
に
お
け
る
平
泉
藤
原
氏
像
】

　

那
須
郡
小
口
村
（
現
在
の
栃
木
県
那
須
郡
那
珂
川
町
小
口
）
名
主
の
大
金
重

貞
に
よ
っ
て
、
延
宝
年
間
（
一
六
七
三
～
八
〇
）
に
書
か
れ
た
『
那
須
記
』
は
、

那
須
氏
の
動
向
を
軍
記
物
語
風
に
著
し
た
作
品
で
あ
る
。『
同
』
に
は
治
承
・

寿
永
の
内
乱
期
に
「
奥
州
国
司
鎮
守
府
将
軍
陸
奥
守
藤
原
朝
臣
秀
衡
」
が
秋
田

三
郎
致
文
に
命
じ
、
二
千
の
軍
勢
で
那
須
郡
西
方
に
位
置
す
る
塩
谷
郡
に
侵

攻
、
塩
原
山
城
を
攻
撃
し
た
と
の
話
が
語
ら
れ
て
い
た
（
巻
一
「
塩
原
八
郎
籠

城
附
頼
政
子
息
隠
居
言
」）。

　

『
那
須
記
』
に
は
、
伝
承
や
内
外
の
古
典
を
基
に
し
た
創
作
が
含
ま
れ
て
い

る
と
の
指
摘
が
あ
り）

1（
（

、
現
に
こ
の
話
も
、
平
泉
側
の
紹
介
部
分
は
『
吾
妻
鏡
』

文
治
五
年
九
月
十
七
日
条
が
材
料
に
な
っ
て
い
る
の
が
明
白
で
あ
る
。
秀
衡
勢

の
塩
谷
郡
侵
攻
を
同
時
代
資
料
で
確
認
で
き
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
純
粋
な
歴

史
事
実
と
は
考
え
難
い
。

　

『
那
須
記
』
で
は
、
塩
原
を
「
会
津
の
通
路
、
東
の
口
ハ
那
須
野
に
続
き
て

芦
野
・
伊
王
野
・
黒
羽
・
大
田
原
・
佐
久
山
・
烏
山
よ
り
往
還
の
地
な
り
」

と
、
下
野
国
北
東
部
の
拠
点
と
連
絡
し
た
土
地
と
す
る
。
秀
衡
は
そ
の
よ
う
な

土
地
に
会
津
の
軍
士
を
籠
も
ら
せ
、
万
一
に
備
え
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
い
う
。

興
味
深
い
こ
と
に
、
陸
奥
側
に
も
平
泉
藤
原
氏
の
塩
谷
郡
侵
攻
を
語
る
資
料
が

存
在
す
る
。
宮
城
県
塩
竃
市
の
鹽
竈
神
社
が
所
蔵
す
る
『
文
治
奥
州
軍
記
』
に

は
、
鎌
倉
勢
の
迎
撃
の
た
め
、
八
十
万
騎
を
も
っ
て
塩
谷
郡
の
喜
連
川
（
現
在

の
栃
木
県
さ
く
ら
市
喜
連
川
）
ま
で
進
撃
し
た
と
の
記
事
が
あ
る）

11
（

。

　

下
野
・
陸
奥
国
双
方
の
資
料
に
お
け
る
塩
谷
郡
と
は
、
平
泉
藤
原
氏
勢
力
圏

に
隣
接
し
、
有
事
に
は
安
全
保
障
上
の
要
請
か
ら
、
彼
ら
に
よ
る
確
保
が
な
さ

れ
る
地
域
だ
っ
た
。
当
郡
の
か
か
る
性
格
は
、
陸
奥
国
と
境
を
接
す
る
隣
郡
で

あ
り
、
奥
大
道
を
始
め
と
し
た
、
彼
の
国
と
の
連
絡
路
を
擁
す
る
共
通
項
を
持



12

道
路
由
緒
と
し
て
の
平
泉
藤
原
氏　
　

近
世
に
お
け
る
地
域
認
識
と
平
泉
藤
原
氏
観　
　

つ
那
須
郡
に
も
相
当
し
よ
う
。

　

事
実
、
治
承
・
寿
永
の
内
乱
期
の
那
須
郡
は
、
国
境
の
山
並
み
の
先
の
広
大

な
土
地
を
押
さ
え
る
平
泉
藤
原
氏
の
存
在
を
強
く
意
識
し
、
そ
の
影
響
を
受
け

て
い
た
。
こ
の
状
況
は
、
当
時
の
那
須
氏
の
動
向
か
ら
も
読
み
解
け
る
。
当
該

期
の
彼
ら
の
動
向
は
不
明
な
点
が
多
い
上
、
特
に
奥
州
合
戦
に
際
し
て
は
、
陸

奥
国
に
接
す
る
土
地
で
あ
り
、
鎌
倉
方
の
主
力
部
隊
の
進
撃
路
に
所
領
を
持
つ

に
も
関
わ
ら
ず
、
彼
ら
の
活
動
は
『
吾
妻
鏡
』
に
は
現
れ
な
い
。
こ
の
点
に
つ

い
て
入
間
田
宣
夫
氏
は
、
那
須
氏
が
平
泉
方
だ
っ
た
、
な
い
し
は
鎌
倉
方
に
非

協
力
的
だ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る）

11
（

。
時
代
を
下
っ
た
慶
長
五
（
一
六
〇

〇
）
年
、
関
ヶ
原
合
戦
の
前
哨
戦
に
当
た
る
会
津
征
伐
に
は
、
那
須
郡
の
城
郭

は
、
陸
奥
国
の
会
津
を
本
拠
に
す
る
、
上
杉
方
へ
の
最
前
線
基
地
と
な
っ
て
い

た
。
こ
ち
ら
も
ま
た
、
陸
奥
国
勢
力
と
直
接
対
峙
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
当
地
方

の
性
格
を
語
る
も
の
で
あ
る
。

　

で
、
あ
れ
ば
、
先
の
『
那
須
記
』
の
話
が
創
作
だ
と
し
て
も
、
地
域
の
歴
史

が
反
映
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
陸
奥
国
の
会
津
の
勢
力
が
下
野
国
北
部
に

侵
攻
す
る
構
図
は
、
会
津
征
伐
に
お
い
て
現
実
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

従
っ
て
『
同
』
の
筋
書
き
は
、
近
世
の
下
野
国
北
部
の
住
人
に
は
、
先
祖
の
記

憶
と
重
な
る
、
現
実
的
な
話
と
し
て
受
容
さ
れ
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
場
合
、

秀
衡
街
道
の
由
来
た
る
秀
衡
本
人
は
、
陸
奥
・
出
羽
国
の
伝
承
世
界
に
お
け
る

公
的
な
支
配
者
像
と
は
違
い
、
南
下
す
る
陸
奥
国
勢
力
の
長
に
し
て
外
患
の
基

と
い
っ
た
、
負
の
要
素
を
纏
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

下
野
国
の
秀
衡
街
道
も
ま
た
、
地
域
の
歴
史
が
問
わ
れ
た
土
地
に
あ
っ
た
。

し
か
し
名
前
は
一
緒
で
も
、
道
路
を
取
り
巻
く
地
域
の
歴
史
や
地
理
環
境
の
相

違
、
特
に
平
泉
藤
原
氏
と
の
関
係
に
よ
り
、
道
路
名
の
由
来
と
な
っ
た
彼
ら
の

姿
は
、
陸
奥
・
出
羽
両
国
の
そ
れ
と
は
一
致
し
な
い
可
能
性
が
新
た
に
浮
上
し

た
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
地
域
伝
承
に
お
け
る
平
泉
藤
原
氏
像
は
、
地
域
の
歴

史
や
、
伝
承
を
育
ん
だ
住
人
意
識
の
一
端
を
探
る
際
の
有
効
な
道
具
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

宮
城
県
仙
台
市
泉
区
上
谷
刈
に
あ
る
、
水
の
森
公
園
の
敷
地
内
に
も
秀
衡
街

道
が
あ
る
（
図
５
・
写
真
３
）。
た
だ
し
当
地
の
秀
衡
街
道
は
、
近
世
地
誌
で

は
名
称
を
確
認
で
き
な
い
。『
安
永
風
土
記
』（「
上
谷
刈
村
」）
に
は
、
上
刈
谷

村
の
道
路
と
し
て
、「
一
、
国
分
福
岡
村
根
白
石
村
并
七
北
田
田
村
江
之
道
」

と
「
一
、
御
城
下
并
黒
川
郡
江
之
道
」
の
二
筋
が
載
り
、
高
倉
淳
氏
は
、
う
ち

後
者
を
秀
衡
街
道
と
す
る
。
こ
こ
か
ら
は
上
谷
刈
村
が
『
安
永
風
土
記
』
の
書

出
を
制
作
し
た
、
安
永
六
（
一
七
七
七
）
年
段
階
で
は
、
秀
衡
街
道
の
呼
称
は

未
だ
現
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
ま
た
同
氏
は
、
天
保
四
（
一
八

八
三
）
年
作
成
の
「
御
城
下
町
割
絵
図
」
に
お
い
て
、
城
下
北
部
の
北
山
輪
王

寺
（
仙
台
市
青
葉
区
北
山
）
脇
を
通
過
す
る
「
一
、
御
城
下
并
黒
川
郡
江
之
道
」

に
「
古
海
道
」
と
あ
る
点
を
指
摘
、
仙
台
城
下
建
設
に
よ
る
、
新
た
な
奥
州
街

道
創
出
以
前
の
街
道
ゆ
え
の
名
称
と
も
し
て
い
る）

11
（

。
こ
ち
ら
は
天
保
四
年
段
階

で
も
秀
衡
街
道
の
名
称
が
未
誕
生
だ
っ
た
可
能
性
。
あ
る
い
は
一
本
の
道
路
全

域
が
秀
衡
街
道
と
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
特
定
の
一
部
の
呼
称
だ
っ
た
可
能

性
。
を
示
唆
す
る
。
ち
な
み
に
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
か
ら
十
八
（
一
八
八
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東
北
文
化
研
究
所
紀
要　

第
五
十
三
号　

二
〇
二
一
年
十
二
月

五
）
年
の
間
に
作
成
さ
れ
た
『
皇
国
地
誌
附
図）

11
（

』
の
「
宮
城
県
管
割
陸
奥
国
宮

城
郡
上
谷
刈
村
」
に
は
秀
衡
街
道
の
名
は
現
れ
な
い
。

　

な
お
、
昭
和
二
十
八
（
一
九
五
三
）
年
に
出
版
さ
れ
た
『
七
北
田
村
史
』
に

は
、
中
世
前
期
の
奥
州
街
道
は
、
荒
巻
（
仙
台
市
青
葉
区
荒
巻
）

－

丸
太
沢
（
同

市
泉
区
上
刈
谷
）

－

長
命
（
同
）

－

本
七
北
田
（
同
区
野
村
）
を
通
っ
て
い
た

と
し
、「
今
で
も
地
方
人
は
こ
の
道
を
秀
衡
街
道
と
称
し
て
い
る
」
と
の
記
述

が
あ
る
。
当
該
地
域
の
全
て
の
近
世
・
近
代
資
料
を
実
見
し
て
い
な
い
た
め
、

断
定
は
で
き
な
い
が
、
現
時
点
で
は
秀
衡
街
道
の
誕
生
時
期
は
、
明
治
初
年
以

降
昭
和
二
十
七
年
以
前
の
間
だ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
く）

11
（

。
本
稿
で
検
討

し
た
事
例
か
ら
は
、
秀
衡
街
道
が
地
域
の
持
つ
何
ら
か
の
欠
点
を
補
完
す
る
役

目
を
持
つ
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
で
、
あ
れ
ば
、
当
地
の
秀
衡
街
道

か
ら
は
、
近
代
初
頭
か
ら
戦
後
す
ぐ
に
か
け
て
の
時
期
に
、
地
域
に
何
ら
か
の

負
の
要
素
が
見
出
さ
れ
、
そ
の
解
消
を
願
う
意
識
が
生
ま
れ
て
い
た
と
の
解
釈

が
引
き
出
せ
る
。
こ
の
点
、
秀
衡
街
道
は
近
世
の
み
な
ら
ず
、
近
現
代
の
地
域

社
会
を
探
る
際
に
も
有
効
な
道
具
に
な
る
。

　

た
だ
し
、
秀
衡
街
道
を
地
域
社
会
観
察
の
道
具
と
し
て
使
い
こ
な
す
に
は
、

道
具
と
し
て
の
精
度
の
向
上
と
、
使
用
方
法
や
使
用
対
象
を
き
ち
ん
と
設
定
す

る
作
業
が
要
る
。
そ
れ
に
は
よ
り
多
く
の
事
例
を
集
め
、
地
域
分
析
作
業
を
続

け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
今
後
の
課
題
と
し
て
、
本
稿
を
終
え

る
。

写真３ 図５　　が秀衡街道
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註（
１
）　

岡
陽
一
郎
『
大
道　

鎌
倉
時
代
の
幹
線
道
路
』
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
４
８

１
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
九
。
参
照

（
２
）　

『
日
本
昔
話
事
典
』
弘
文
堂
、
一
九
七
七
。

（
３
）　

飯
倉
義
之
「
愚
か
村
話
の
近
代
―
「
解
釈
す
る
言
説
」
の
変
遷
」」『
口
承
文
藝

研
究
』
二
四
、
二
〇
〇
一
。

（
４
）　

前
掲
註
３
参
照
。

（
５
）　

服
部
英
雄
『
峠
の
歴
史
学　

古
道
を
た
ず
ね
て
』
朝
日
選
書
８
３
０
朝
日
新
聞

社
、
二
〇
〇
七
。

（
６
）　

テ
キ
ス
ト
に
は
『
南
部
叢
書
』
第
五
巻
に
収
録
の
も
の
を
使
用
し
た
。

（
７
）　

テ
キ
ス
ト
に
は
沢
内
村
郷
土
史
シ
リ
ー
ズ
第
九
集
『
沢
内
風
土
記
』（
沢
内
村
郷

土
史
研
究
会
、
一
九
七
六
）
を
使
用
し
た
。

（
８
）　

「
湯
田
町
」『
岩
手
県
の
地
名
』
日
本
歴
史
地
名
大
系
３

（
９
）　

前
掲
註
１
参
照
。

（
10
）　

例
え
ば
『
湯
田
町
史
』（
上
巻
）・『
沢
内
村
史
』（
上
巻
）
は
、
道
路
の
目
的
地

を
平
泉
と
し
、
同
氏
関
係
者
の
利
用
を
述
べ
る
。
ま
た
当
該
道
路
に
関
す
る
専
著

を
物
し
た
相
澤
史
郎
氏
も
、
道
路
名
称
や
伝
承
を
無
批
判
で
平
泉
藤
原
氏
の
時
代

と
し
て
い
る（『
奥
州
・
秀
衡
古
道
を
歩
く
』光
文
社
新
書
55
、光
文
社
二
〇
〇
二
）。

（
11
）　

岩
手
県
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
課�『
岩
手
県
文
化
財
調
査
報
告
書
78
集　

沢

内
街
道　

歴
史
の
道
調
査
報
告
書
』
一
九
八
二
。

（
12
）　

近
世
の
沢
内
通
を
直
接
「
愚
か
村
」
と
す
る
言
は
、
管
見
の
限
り
に
お
い
て
は

確
認
で
き
て
い
な
い
。
し
か
し
当
地
の
外
部
評
価
を
検
討
す
る
際
、「
愚
か
村
」
の

地
理
的
特
徴
と
の
類
似
性
は
無
視
で
き
な
い
。

（
13
）　

�『
沢
内
村
史
』
上
巻

（
14
）　

前
掲
註
13
参
照

（
15
）　

『
沢
内
風
土
記
』
に
は
、
沢
内
に
あ
る
片
倉
の
地
を
、
伊
達
氏
家
臣
の
片
倉
氏

（
一
家
、
白
石
一
万
八
千
石
）
の
先
祖
が
出
た
土
地
と
す
る
話
を
収
め
、
子
積
は

古
老
の
誤
り
か
と
し
て
い
る
。
事
の
実
否
と
は
別
に
、
こ
こ
か
ら
は
名
字
と
地
名

の
一
致
を
根
拠
に
、
同
地
を
東
北
一
の
大
藩
に
お
い
て
、
藩
主
の
輔
弼
役
の
家
と

し
て
有
名
だ
っ
た
片
倉
氏
と
結
び
つ
け
、
土
地
の
評
価
を
高
め
よ
う
と
い
う
意
図

が
想
像
で
き
る
。

（
16
）　

例
え
ば
藤
原
基
衡
を
「
匈
奴
無
道
」
と
す
る
『
台
記
』（
仁
平
三
年
九
月
十
四
日

条
）
や
、
秀
衡
を
「
奥
州
夷
狄
」
と
す
る
『
玉
葉
』（
治
承
四
年
十
二
月
四
日
条
）

な
ど
。

（
17
）　

本
稿
で
は
『
宮
城
県
史
』
収
録
の
も
の
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
た
。

（
18
）　

本
稿
で
は
『
菅
江
眞
澄
全
集
』
第
３
巻
日
記　

３
（
未
来
社
、
一
九
七
二
）
に

収
録
の
も
の
を
テ
キ
ス
ト
と
し
た
。

（
19
）　

文
政
十
三
（
一
八
三
〇
）
年
に
出
板
。
テ
キ
ス
ト
は
石
川
謙
編
『
日
本
教
科
書

大
系
』
往
来
編
第
10
巻
、
地
理
（
二
）（
講
談
社
、
一
九
六
七
）
に
よ
っ
た
。

（
20
）　

近
世
の
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体
に
、
清
衡
か
ら
秀
衡
に
至
る
三
代
を
鎮
守
府
将
軍
や

陸
奥
守
と
す
る
記
述
が
あ
る
が
、
情
報
源
は
『
吾
妻
鏡
』
文
治
五
年
九
月
七
日
条

だ
ろ
う
。

（
21
）　

こ
れ
は
出
羽
国
側
の
呼
称
で
あ
り
、
陸
奥
国
側
で
の
呼
称
で
は
な
い
が
、
事
件

の
舞
台
は
出
羽
国
内
で
あ
る
た
め
、
以
下
、
出
羽
側
の
呼
称
を
使
う
。

（
22
）　

当
該
事
件
に
つ
い
て
は
『
尾
花
沢
市
史
』
上
巻
。『
昭
和
五
十
六
年
度
山
形
県
歴

史
の
道
調
査
報
告
書　

仙
台
街
道
』（
山
形
県
教
育
委
員
会
、
一
九
八
二
）
を
参
照

の
こ
と
。
な
お
当
該
事
件
の
名
称
は
『
尾
花
沢
市
史
』
に
よ
っ
た
。

（
23
）　

『
尾
花
沢
市
史
資
料
第
八
輯　

宿
駅
・
交
通
関
係
資
料
集
』
尾
花
沢
市
編
纂
委

員
会
、
一
九
八
二
。

（
24
）　

テ
キ
ス
ト
は
針
生
宗
伯
編
『
那
須
拾
遺
記　

付
継
志
集
』（
中
央
印
刷
工
業
、�

一

九
七
〇
）
に
よ
っ
た
。

（
25
）　

長
谷
川
操
「『
秀
衡
街
道
跡
』
を
一
部
発
掘
」『
那
須
文
化
研
究
』
十
一
、
一
九

九
七
。
な
お
、
当
該
文
献
の
入
手
に
際
し
て
は
、
作
新
学
院
高
等
部
教
諭
の
高
橋

史
朗
氏
の
ご
協
力
を
得
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
す
る
。

（
26
）　

木
本
雅
康
『
古
代
の
道
路
事
情
』
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
１
０
８
、
吉
川
弘

文
館
、
二
〇
〇
〇
。

（
27
）　

例
え
ば
那
須
野
ケ
原
の
道
編
集
委
員
会
『
那
須
野
ケ
原
の
道
』（
那
須
野
ケ
原
開

拓
史
研
究
会
、
一
九
九
一
）
な
ど
。
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東
北
文
化
研
究
所
紀
要　

第
五
十
三
号　

二
〇
二
一
年
十
二
月

（
28
）　

前
掲
註
27
参
照
。

（
29
）　

『
栃
木
県
史
』
通
史
編
４
・
近
世
。

（
30
）　

『
栃
木
県
史
』
史
料
編
・
近
世
四
、
六
一
七
頁
。
事
件
の
概
要
は
『
同
』
通
史

編
４
・
近
世
を
参
照

（
31
）　

『
栃
木
県
史
』
通
史
編
３
・
中
世
。
な
お
『
那
須
記
』
の
テ
キ
ス
ト
は
『
同
』

史
料
編
・
中
世
五
。
に
収
録
の
『
那
須
記
』
に
よ
っ
た
。

（
32
）　

徳
田
和
夫
・
石
井
由
紀
夫
「『
文
治
奥
州
軍
記
』
解
題
」『
民
俗
と
文
献
』
第
二
輯
、

一
九
七
五
。
な
お
、
こ
の
記
事
は
入
間
田
宣
夫
氏
も
指
摘
し
て
い
る
（
同
「
伊
達

の
平
泉
伝
説
」『
中
世
文
学
』
四
十
二
、
一
九
九
七
。
後
に
同
『
中
世
奥
羽
の
自
己

認
識
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
二
一
）
に
収
録
。

（
33
）　

入
間
田
宣
夫
「
源
平
合
戦
と
那
須
一
族
」『
栃
木
県
立
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館

平
成
十
七
年
度
企
画
展
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書　

与
一
を
生
ん
だ
那
須
と
そ

の
時
代
』栃
木
県
教
育
委
員
会
・
栃
木
県
立
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館
、二
〇
〇
六
。

（
34
）　

高
倉
淳
『
仙
台
領
の
街
道
』
無
明
社
出
版
、
二
〇
〇
六
。

（
35
）　

『
宮
城
県
図
書
館
蔵　

絵
図
・
地
図
解
説
目
録
』（
宮
城
県
図
書
館
、一
九
九
三
）

の
解
説
に
よ
る
。

（
36
）　

前
掲
註
34
に
は
、
水
の
森
公
園
内
の
秀
衡
街
道
に
つ
い
て
、「
公
園
入
り
口
の
叢

塚
の
前
を
通
り
過
ぎ
る
と
、
現
地
の
方
々
が
命
名
し
た
「
秀ひ

で
ひ
ら衡

街
道
」
と
い
う
標

識
に
出
合
う
」
と
あ
る
（
傍
線
筆
者
）。
傍
線
部
の
書
き
方
か
ら
推
し
て
、
当
地
の

秀
衡
街
道
の
命
名
は
比
較
的
新
し
い
と
予
想
す
る
。

　


